


























　総務省情報通信政策研究所（2018）が 13 歳から 69 歳までの男女 1500 人
を対象に実施した調査によると，調査対象者は平均して，平日に 159.4 分，



































に応用する試みと捉えられるだろう（Buckingham, 2003; Masterman, 1985; 















































　イギリスの Len Masterman は，メディア教育に理論的な枠組みを与えた人
































　1978 年には，かつて McLuhan の学生でもあった高校教師 Barry Duncan な








にオンタリオ州教育省が教員向けに刊行した Media Literacy: Resource Guide をと



































急務である。このような理由から，Kellner と Share はクリティカル・メディ
アリテラシーの重要性を訴える（Kellner & Share, 2005, 2007a, 2007b）。
3―1．メディア教育における四つのアプローチ













るかもしれない。Kellner と Share は，保護主義的なアプローチの有効性を認
めつつ，このアプローチがメディアの生産的な側面に目を向けようとしない
ことを批判する。適切に用いさえすれば，メディアは個人と社会に活力を与
える可能性を秘めていると Kellner と Share は主張する。
　Kellner と Share が提示する二つ目のアプローチは，メディア芸術教育
（Media Arts Education）である。このアプローチにおいて，学生たちはメディ
アが持つ芸術性を理解すると同時に，自らメディアを使って表現することを












　三つ目のアプローチとして Kellner と Share が挙げるのは，メディアリテラ
シー運動（Media Literacy Movement）である。アメリカにおいては，メディ
アリテラシーを主流の教育に取り入れることを目指す社会運動が展開されて
きた。その動きを象徴する団体の一つが，2001 年に設立された Alliance for a 
Media Literate America（AMLA）である。AMLA はメディアリテラシーに関す






で重要な役割を果たしてきた。その一方で，Kellner と Share は，メディアリ
テラシー運動がメディアの表層的な分析を促すことに終始してしまう可能性
を懸念する。Kellner と Share によれば，メディアリテラシー運動は，批判的
な思考と対話的な教育実践を伴うことによって，抑圧に対抗する力を人びと
に与え，社会の民主化を促進することができる。
　最後に四つ目のアプローチとして，Kellner と Share はクリティカル・メディ















ともできるし，操作することも啓蒙することもできる」（Kellner & Share, 
2007a, p. 9）。だからこそ，メディアを批判的に分析し，適切に用いることが










を理解すると Kellner と Share は述べる（Kellner & Share, 2005, 2007a, 2007b）。
3―2．カルチュラル・スタディーズとメディアリテラシー
　メディアリテラシーにカルチュラル・スタディーズの知見が反映されてい
ることは，先に述べた（Buckingham, 2003; Masterman, 1985）。Kellner と Share は，
クリティカル・メディアリテラシーについて論じるにあたって，そのカルチュ
ラル・スタディーズとのつながりを強調する。
　Kellner と Share は，1930 年代以降，フランクフルトの社会研究所（Institute 
for Social Research）を中心に，メディアが内包するイデオロギー性について
の批判的な分析が展開されたことを確認する。また，1960 年代以降，イギ







生み出された（Barker & Jane, 2016; Durham & Kellner, 2006; Hall, 1997）。
　Kellner と Share によれば，カルチュラル・スタディーズの特徴の一つは，
メディアテクストから意味を読みとる際にオーディエンスが果たす積極的な
役割を強調することである。このことは，Stuart Hall が提示した encoding と 
decoding についての理論によって例示される（Hall, 1980）。Hall によれば，




















　カルチュラル・スタディーズに加えて，Kellner と Share はクリティカル・
ペダゴジーとメディアリテラシーとの親和性を強調する。Kellner と Share に
よれば，伝統的な詰め込み型教育を乗り越えようとするクリティカル・ペダ
ゴジー（critical pedagogy）は，民主主義と多文化主義を促進する可能性を秘
めている。ここで Kellner と Share が特に注目するのは，John Dewey と Paulo 
Freire の教育哲学である。
































向けての機運を高めていくことができると Kellner と Share は主張する
（Kellner & Share, 2005, 2007a, 2007b）。
3―4．民主主義とメディアリテラシー








の参加を妨げる働きがあると指摘されるが，Kellner と Share はそれに加えて，
メディアには民主的な議論を活性化させ，人びとの政治への参加を促す力が
あると主張する。











と Kellner と Share は示唆する（Kellner & Share, 2005, 2007a, 2007b）。
3―5．クリティカル・メディアリテラシーとメディアリテラシー
　この節では，Douglas Kellner と Jeff  Share による論考を手がかりにして，ク



























とによって繰り返し言及されてきた（Buckingham, 2003; Masterman, 1985; 

























いる。たとえば，Media & Culture: Mass Communication in a Digital Age（12th edition, 












































































































合う（Buckingham, 2003; Kellner & Share, 2005, 2007a, 2007b; Masterman, 1985; Ontario 
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